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12
月
18
日
、
第
２
回
新
市
事
務
所
の
位
置
選
定
小
委

員
会
が
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
開
か
れ
、
事
務
局
よ
り
、

一
般
的
な
事
務
所
の
位
置
の
選
定
方
法
に
つ
い
て
、
先

進
地
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
委
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
考
え
方
が
述
べ
ら
れ
、
３
市
１
町
の
人
口
重
心
の
位

置
や
、
現
行
の
そ
れ
ぞ
れ
の
庁
舎
の
特
性
な
ど
を
勘
案

し
て
、
合
併
後
当
分
の
間
は
現
在
の
４
つ
の
庁
舎
の
う

ち
か
ら
事
務
所
の
位
置
を
定
め
、
合
併
後
10
年
以
内
に

新
庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
次
回
会
議
で

暫
定
的
な
事
務
所
の
位
置
を
定
め
る
こ
と
、
新
庁
舎
の

候
補
地
を
各
市
町
が
持
ち
寄
り
、
検
討
を
進
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
遅
く
と
も
５
月
の
合
併
協
議
会
で
合
意
が
得

ら
れ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。�

  �●
市
事
務
所
の
選
定
方
法
に
つ
い
て�

①
既
存
の
事
務
所
を
当
面
の
事
務
所
と
す
る
場
合�

・
既
存
施
設
の
施
設
能
力
は
十
分
な
の
か
。�

・
施
設
能
力
が
不
足
す
る
場
合
は
複
数
の
庁
舎
に
機
能

　
分
担
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な

　
機
能
を
分
担
さ
せ
る
か
。�

②
新
し
い
市
の
事
務
所
を
建
設
す
る
場
合�

・
機
能
面
、効
率
面
、用
地
の
確
保
の
視
点
か
ら
の
検
討�

・
人
口
重
心
を
重
視
し
て
考
え
る
方
法�

・
距
離
的
な
中
心
を
重
視
し
て
考
え
る
方
法�

・
旧
庁
舎
の
活
用
方
法
の
検
討�

【
意
見
要
旨
】�

・
合
併
直
後
か
ら
新
庁
舎
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
は
、

　
時
間
的
に
不
可
能
で
あ
り
、
現
行
の
庁
舎
か
ら
事
務

　
所
の
位
置
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。�

・
現
行
の
庁
舎
に
す
べ
て
の
機
能
を
取
り
込
め
る
か
は
、

　
検
討
が
必
要
で
、
事
務
の
整
理
と
分
掌
事
務
を
決
め

　
な
い
と
進
め
ら
れ
な
い
。�

・
縦
割
り
組
織
で
は
な
く
、
横
断
的
な
組
織
が
求
め
ら

　
れ
て
い
る
。
立
案
部
門
、
事
業
部
門
、
福
祉
部
門
と

　
い
う
よ
う
に
分
散
配
置
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。�

・
新
庁
舎
は
、
今
す
ぐ
作
る
必
要
は
な
い
が
、
10
年
以

　
内
に
作
っ
て
10
周
年
を
記
念
し
て
新
庁
舎
で
ス
タ
ー

　
ト
す
る
。�

・
市
町
に
よ
っ
て
養
わ
れ
て
き
た
行
政
文
化
が
あ
る
。

　
一
つ
に
し
て
早
く
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
。�

・
住
民
の
関
心
は
、
庁
舎
の
位
置
と
新
市
の
名
前
で
あ

　
る
。
地
元
が
い
い
の
は
当
た
り
前
、
地
域
エ
ゴ
に
な

　
ら
な
い
よ
う
に
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。�

・
箱
も
の
は
作
ら
ず
、
既
存
施
設
を
活
用
し
た
ら
ど
う
か
。�

・
多
治
見
市
と
瑞
浪
市
の
庁
舎
が
新
し
い
が
28
年
経
　

　
過
し
て
い
る
。
土
岐
市
の
庁
舎
は
古
く
て
使
い
勝
手

　
が
悪
い
し
い
ず
れ
建
替
え
が
必
要
に
な
る
。�

・
土
岐
市
文
化
プ
ラ
ザ
は
庁
舎
と
し
て
つ
か
え
る
か
。�

・
土
岐
市
文
化
プ
ラ
ザ
は
公
民
館
機
能
を
持
た
せ
て
い

　
る
の
で
、
そ
の
部
分
は
利
用
可
能
で
あ
る
。�

・
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
地
域
エ
ゴ
を
な
く
す
こ
と
も
必

　
要
で
あ
る
。�

・
新
庁
舎
は
華
美
な
も
の
は
要
ら
な
い
。�

・
華
美
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

　
敷
地
は
必
要
で
あ
る
。�

・
用
地
取
得
の
面
か
ら
既
存
の
公
有
地
を
活
用
す
る
べ

　
き
で
あ
る
。�

【
協
議
結
果
】�

  

既
存
の
庁
舎
を
活
用
し
な
が
ら
、
10
年
以
内
に
合
併

特
例
債
を
活
用
し
て
新
庁
舎
を
建
設
す
る
。�

  

当
面
の
事
務
所
の
位
置
は
、
幹
事
会
で
組
織
案
を
作

っ
て
そ
れ
を
基
に
し
て
決
め
て
い
く
。�

  

新
庁
舎
の
候
補
地
は
、
各
市
町
が
１
カ
所
づ
つ
候
補

地
を
持
ち
寄
り
、
絞
込
み
を
行
う
。�

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
】�

  

５
月
を
目
途
に
選
定
作
業
を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。�

　
12
月
19
日
、
第
２
回
新
市
の
名
称
候
補
選
定
小
委
員

会
が
笠
原
町
消
防
会
館
で
開
か
れ
、
事
務
局
よ
り
、
先

進
地
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
名
称
を
公
募
す
る
こ

と
で
意
見
が
一
致
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
あ
と
、
公
募
す
る
名
称
に
、
「
多
治
見
・
瑞
浪

・
土
岐
・
笠
原
」
の
名
称
を
含
め
る
か
ど
う
か
を
中
心

に
議
論
さ
れ
、
委
員
間
の
意
見
が
一
致
せ
ず
、
次
回
の

会
議
へ
持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。�

２�平成15年１月15日�

�

⑭

第
２
回

第
２
回 �

　
新
市
事
務
所
の
位
置
選
定
小
委
員
会

　
新
市
事
務
所
の
位
置
選
定
小
委
員
会�

第
２
回 �

　
新
市
事
務
所
の
位
置
選
定
小
委
員
会�

市
事
務
所
の
位
置
の
審
議
事
項
に
つ
い
て�

第
２
回

第
２
回 �

　
新
市
の
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会

　
新
市
の
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会�

第
２
回 �

　
新
市
の
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会�



●
選
定
方
法�

  

選
定
方
法
に
は
、
次
の
二
通
り
が
考
え
ら
れ
、
最
近

の
事
例
で
は
、
大
半
が
公
募
方
式
で
検
討
し
て
い
ま
す
。�

①
公
募�

②
公
募
以
外�

【
意
見
要
旨
】�

・
市
民
の
関
心
を
ひ
く
た
め
に
も
公
募
と
し
た
い
。�

・
各
市
町
の
名
前
に
は
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
が
あ
り
、
全
国

　
公
募
が
よ
い
。�

【
協
議
結
果
】�

　
全
国
公
募
と
す
る
。�

●
応
募
方
法
等�

・
専
用
応
募
用
紙
を
全
戸
配
布�

・
官
製
は
が
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
受
け
付
け
る
。�

・
応
募
点
数
は
１
人
１
点
の
み
と
す
る
。�

・
公
募
期
間
は
２
月
１
日
か
ら
２
ヵ
月
間
と
す
る
。�

・
候
補
選
定
数
は
小
委
員
会
で
５
〜
10
点
に
絞
り
込
み
、

　
協
議
会
へ
提
案
す
る
。�

●
多
治
見
・
瑞
浪
・
土
岐
・
笠
原
の
名
称
の
取
扱
い�

【
意
見
要
旨
】�

・
３
市
１
町
は
、
元
を
た
ど
れ
ば
土
岐
郡
、
別
扱
い
を

　
し
な
く
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。�

・
４
市
町
の
名
前
を
加
え
て
募
集
す
る
と
、
人
気
投
票

　
に
な
っ
て
し
ま
う
懸
念
が
あ
る
。
本
来
の
公
募
の
意

　
味
は
、
名
前
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
す
る
こ
と
に
あ
る
。

・
別
扱
い
と
す
べ
き
で
あ
る
。�

・
採
用
基
準
を
決
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
た
と
え
ば

　
最
も
応
募
の
多
か
っ
た
名
前
を
採
用
す
る
な
ど
。�

【
協
議
結
果
】�

  

現
行
の
名
前
の
取
扱
い
、応
募
料
金
負
担（
郵
便
料
金
）�

懸
賞
品
の
金
額
等
は
次
回
協
議
す
る
。�

　
昨
年
市
内
８
カ
所
で
開
催
し
ま
し
た
地
域
懇
談
会
に
、

多
数
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。�

　
第
１
回
、
第
２
回
の
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
や

ご
提
案
を
反
映
さ
せ
た
、
新
総
合
計
画
の
「
地
域
計
画

（
案
）」に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。�

　
な
お
、
今
回
の
懇
談
会
に
は
助
役
及
び
各
部
長
が
出

席
す
る
予
定
で
す
。�

◎
問
合
せ
　
企
画
政
策
課
　
☎
内
線
３
３
３�

第
８
回
合
併
協
議
会�

・
日
時
　
１
月
29
日
（
水
）
13
時
30
分
〜�

�

・
場
所
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
２
階
小
ホ
ー
ル�

第
３
回
新
市
事
務
所
の
位
置
選
定
小
委
員
会�

・
日
時  

１
月
31
日
（
金
）
９
時
30
分
〜�

・
場
所
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
２
階
小
ホ
ー
ル�

第
９
回
新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会�

・
日
時
　
１
月
17
日
（
金
）
９
時
〜�

�

・
場
所
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
３
階
会
議
室�

�

◎
問
合
せ
　
企
画
政
策
課
　
☎
内
線
３
３
３�

　
傍
聴
申
込  

〒
５
０
９
ー
５
１
２
１�

　
土
岐
市
土
岐
津
町
高
山
４「
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
」
内 

　
東
濃
西
部
合
併
協
議
会
事
務
局�

�

              

　     

☎
５
３
ー
４
３
０
０�

�

　h
ttp
:/
/
w
w
w
.to
n
o
-s
e
ib
u
.jp
�
�

�

３�瑞浪市役所　☎ 68-2111

合
併
協
議
会
開
催
案
内

合
併
協
議
会
開
催
案
内�

合
併
協
議
会
開
催
案
内�

地
域
懇
談
会
の
開
催

地
域
懇
談
会
の
開
催�

地
域
懇
談
会
の
開
催

地
域
懇
談
会
の
開
催�

地
域
懇
談
会
の
開
催�

地 区 名 �

大湫地区�

明世地区�

陶 地 区 �

日吉地区�

釜戸地区�

稲津地区�

土岐地区�

瑞浪地区�

地域懇談会の開催日�

1月15日（水）19時～�

日　　　時� 場　　　　　　所�

大湫コミュニティーセンター講堂�
�

日吉コミュニティーセンター講堂�

釜戸コミュニティーセンター講堂�

稲津コミュニティーセンター講堂�

1月16日（木）19時～�

1月20日（月）19時～�

1月22日（水）19時～�

1月24日（金）19時～�

1月27日（月）19時～�

1月29日（水）19時～�

1月31日（金）19時～�

市民体育館研修室�

陶コミュニティーセンター講堂�

桜堂公民館�

総合文化センター講堂�

  

選
考
基
準
は
、
応
募
状
況
を
み
な
が
ら
、
次
回
以
降

協
議
し
て
い
く
。�

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
】�

  

「
２
月
１
日
合
併
協
議
会
だ
よ
り
」
で
一
般
応
募
を

開
始
し
、
３
月
末
ま
で
受
け
付
け
る
。
締
め
切
っ
た
あ

と
事
務
局
で
集
計
し
、
小
委
員
会
で
候
補
名
を
５
〜
10

点
に
絞
込
み
、
５
月
の
合
併
協
議
会
に
提
案
す
る
日
程

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。�

新
市
の
名
称
の
選
定
方
法
に
つ
い
て�



４　　　�平成15年１月15日�

「
瑞
浪
市
の
家
計
簿
」

「
瑞
浪
市
の
家
計
簿
」を
お
知
ら
せ
し
ま
す

を
お
知
ら
せ
し
ま
す�
「
瑞
浪
市
の
家
計
簿
」

「
瑞
浪
市
の
家
計
簿
」を
お
知
ら
せ
し
ま
す

を
お
知
ら
せ
し
ま
す�
「
瑞
浪
市
の
家
計
簿
」

「
瑞
浪
市
の
家
計
簿
」を
お
知
ら
せ
し
ま
す

を
お
知
ら
せ
し
ま
す�
「
瑞
浪
市
の
家
計
簿
」を
お
知
ら
せ
し
ま
す�

　
こ
の
公
表
は
、
市
の
財
政
や
納
め
た
税
金

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、�

　
市
政
に
対
し
一
層
の
理
解
と
関
心
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
２
回
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。�

●
平
成
13
年
度
決
算
状
況
の
公
表�

●
平
成
14
年
度
上
半
期
（
４
月
〜
９
月
）
財
政
事
情
の
公
表�

　
平
成
13
年
度
決
算
に
つ
き
ま
し
て

は
、
12
月
市
議
会
定
例
会
に
提
出
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計

の
歳
出
総
額
は
１
６
４
億
８
、
４
２

０
万
円
で
、
前
年
比
２
４
億
６
、
０

４
５
万
円
、
17
・
５
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
、
13
年
度
中

に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
及
び
給
食
セ

ン
タ
ー
改
築
事
業
、
公
園
線
整
備
事

業
な
ど
大
き
な
事
業
が
重
な
っ
た
た

め
で
す
。�

　
特
別
会
計
に
お
い
て
も
、
陶
統
合

簡
易
水
道
事
業
や
日
吉
南
部
農
業
集

落
排
水
事
業
な
ど
を
行
い
、
生
活
環

境
の
向
上
を
目
指
し
ま
し
た
。�

　�　
財
政
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
積
極

的
な
都
市
基
盤
整
備
や
教
育
・
福
祉

事
業
の
推
進
を
図
り
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。�

平
成
13
年
度
決
算
状
況�

市税 �
50億8,062万円�
29.1%�

平成１３年度一般会計決算�

地方交付税�
31億2,982万円�
18.0%�

市債�
23億8,840万円�
13.7%

国庫支出金�
14億8,216万円 �

8.5%

繰入金�
10億5,941万円 6.1%

繰越金�
10億1,758万円 5.9%   �

県支出金 6億8,971万円 4.0%

諸収入 3億9,253万円 2.3%

地方消費税交付金 3億7,497万円 2.2%

その他 8億6,070万円 5.0%

ゴルフ場利用税交付金 2億9,026万円 1.7%

分担金及び負担金 2億6,732万円 1.5%

使用料及び手数料 3億4,789万円 2.0%

市民一人あたりの�
負担額は120,371円�
です。�

　内訳：�
利子割交付金　�
　2億2,464万円�
　（1.3％）�
地方譲与税�
　2億683万円�
　（1.2％）�
地方特例交付金�
　1億5,660万円�
　（0.9％）�
自動車取得税交付金�
　1億3,242万円�
　（0.8％）�
財産収入�
　1億2,355万円�
　（0.7％）�
寄附金�
　978万円（0.1％）�
交通安全対策特別交付金�
　688万円�
　（0.0％）�

歳入総額�
173億8,137万円�

衛生費�
29億4,142万円�
17.8%�

教育費�
28億634万円�
17.0%

総務費�
25億4,989万円�
15.5%

民生費�
24億8,891万円�
15.1%

土木費 �
23億7,008万円�
14.4%�

公債費�
11億4,309万円 6.9%

商工費 6億2,342万円 3.8%

消防費 5億2,036万円 3.2%

農林水産業費 3億5,596万円 2.2%

その他 3億3,804万円 2.0%

諸支出金 3億4,669万円 2.1%

歳出総額�
164億8,420万円�

主にクリーンセンター建�
設（18億9,865万円）による
ものです。��
ダイオキシン対策等環境�
に配慮した施設です。�

衛生的なドライシステム
で毎日4,400食の学校給食
を提供する給食センター
ができました。�
（13億2,736万円）�

　内訳：�
議会費　�
　2億23万円�
　（1.2％）�
労働費　�
　1億955万円�
　（0.6％）��
災害復旧費　�
　2,826万円�
　（0.2％）�

公園線、益見羽広線整備
事業などが行われました。�

稲津宅老所の改修、延長
保育・未満児保育の充実
など、少子高齢化に対応
しています。�



５�瑞浪市役所　☎ 68－2111

平成13年度水道事業会計決算�

市債の状況�

会計名�

一般会計�

特別会計　合計�

　あけよ温泉白寿荘特別会計�

　老人保健事業特別会計�

　国民健康保険事業特別会計�

　介護保険事業特別会計�

　農業集落排水事業特別会計�

　瑞浪中央土地区画整理事業特別会計�

　下水道事業特別会計�

　簡易水道事業特別会計�

財産区会計　合計�

　釜戸財産区会計�

　日吉財産区会計�

　大湫財産区会計�

　　147億2，830万円�

115億5，810万円�

１億520万円�

39億1，570万円�

27億6，400万円�

16億9，460万円�

１億2，810万円�

６億8，550万円�

13億8，700万円�

８億7，800万円�

8，530万円�

3，850万円�

1，640万円�

3，040万円�

61億3，761万円�

33億5，616万円�

1，171万円�

15億3，686万円�

９億9，773万円�

５億436万円�

5，446万円�

5，788万円�

１億4，304万円�

5，012万円�

2，283万円�

1，301万円�

159万円�

823万円�

44億8，552万円�

40億3，931万円�

4，569万円�

16億2，146万円�

10億645万円�

５億4，714万円�

3，698万円�

１億9，547万円�

４億6，618万円�

１億1，994万円�

1，309万円�

486万円�

413万円�

410万円�

平成14年度予算の執行状況（４月～９月）�

�

収　　　入� ８億991万円�

８億3，352万円�

２億2，341万円�

４億2，936万円�

支　　　出�
収　　　入�
支　　　出�

区　　　　　　分� 決　算　額�

収　益　的�

資　本　的�

一般会計� 特別会計�

平成９年度�

平成10年度�

平成11年度�

平成12年度�

平成13年度�

会計名�

特別会計　合計�

　あけよ温泉白寿荘特別会計�

　老人保健事業特別会計�

　国民健康保険事業特別会計�

　介護保険事業特別会計�

　農業集落排水事業特別会計�

　瑞浪中央土地区画整理事業特別会計�

　下水道事業特別会計�

　簡易水道事業特別会計�

財産区会計　合計�

　釜戸財産区会計�

　日吉財産区会計�

　大湫財産区会計�

　　歳入決算額　　　�

110億6，848万円�

１億1，281万円�

36億4，786万円�

27億5，960万円�

14億180万円�

３億3，517万円�

５億8，957万円�

14億2，971万円�

７億9，196万円�

7，169万円�

4，785万円�

983万円�

1，401万円�

　　歳出決算額　　　�

107億7，909万円�

１億1，228万円�

36億5，676万円�

25億2，718万円�

13億7，416万円�

３億3，463万円�

５億6，141万円�

14億2，281万円�

７億8，986万円�

6，568万円�

4，609万円�

826万円�

1，133万円�

　　歳入歳出差引額　�

２億8，939万円�

53万円�

△890万円�

２億3，242万円�

2，764万円�

54万円�

2，816万円�

690万円�

210万円�

601万円�

176万円�

157万円�

268万円�

平成13年度特別会計決算の状況�

�

　道路整備など、大きな事業を行う際に多額の資金

が必要となります。しかし、その財源を単年度で確

保することは困難であり、市債（市の借金）を発行

して運用を行います。また市債には、世代を超えて

市民に供用される施設について、将来の税金を返済

に充てることで世代間の負担を公平にするというは

たらきもあります。�

　13年度はクリーンセンター改築や市道改良事業

などに伴う借入により残高が増加していますが、安

全で住み良いまちづくりのため、返済能力範囲内で

計画的な運用に努めています。   

108億4，080万円�

103億2，256万円�

105億9，145万円�

106億8，036万円�

123億762万円�

96億4，738万円�

106億1，095万円�

107億8，090万円�

116億1，674万円�

129億9，400万円�

支 出 済 額�収 入 済 額�予　算　額�

学校給食センター�



６�平成15年１月15日�

　
市
民
に
希
望
と
喜
び
を
も
た
ら
し
た

個
人
・
団
体
に
授
与
さ
れ
る
「
瑞
浪
市

栄
誉
賞
」
に
中
京
高
校
硬
式
野
球
部
が

選
ば
れ
、
12
月
24
日
に
市
役
所
で
授
賞

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
昨
年
11
月
の
明
治
神
宮
野
球
大
会
高

校
の
部
で
初
優
勝
し
た
快
挙
を
た
た
え

て
の
も
の
で
、
選
手
・
監
督
ら
18
人
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
市
栄
誉
賞
は
、
平
成
７
年
に
受
賞
し

た
加
藤
博
さ
ん
（
麒
麟
峰
初
登
頂
）
、

田
中
秀
道
さ
ん
（
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
）

以
来
、
７
年
ぶ
り
４
件
目
で
、
団
体
で

は
初
の
受
賞
で
す
。
　�

�

　
し
あ
わ
せ
祈
願
、
厄
払
い
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い�

・
福
鬼
太
鼓
、
豆
ま
き
、
ぜ
ん
ざ
い�

　（
無
料
）、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど�

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
展
者
募
集�

・
出

店

料
　
５
０
０
円�

�

・
申
込
締
切
　
１
月
26
日
（
日
）�

◎
問
合
せ�

�

　
☎
０
５
７
４
ー
６
７
ー
３
１
０
１�

　
　
吉
田�

・
日
時
　�

�

一
　
般
　
毎
週
木
曜
日  

18
時
30.
分
〜

�
　
　
　
土
・
日
曜
日  

13
時
30
分
〜�

高
齢
者
　
毎
週
木
曜
日  

13
時
30.
分
〜

・
場
　
所
　
市
民
体
育
館�

・
持
ち
物
　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
体�

　
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
１
、０
０
０
円
、

　
筆
記
用
具�

◎
申
込
・
問
合
せ
　�

�

　
市
民
体
育
館
　
☎
６
８
ー
０
７
４
７

・
場
　
所
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー�

・
テ
ー
マ
　
「
未
来
・
協
奏
」�

◎
問
合
せ
　
瑞
浪
高
校�

　
　
　
　
　
☎
６
８
ー
４
１
６
１�

▽
桔
梗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ�

　（
工
藤
誠
会
長
）
様
　
も
ち
の
木
１
本

　
市
民
競
技
場
の
緑
化�

�

▽
笹
俣
勇
夫
様
　
十
二
万
八
千
円�

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に�

▽
瑞
浪
市
陶
芸
協
会�

　（
安
藤
百
利
行
代
表
）
様
　
五
万
円�

　
市
民
図
書
館
図
書
購
入
に�

�

▽
日
本
キ
リ
ス
ト
改
革
派
瑞
浪
教
会
様
　

　
六
千
円
　
社
会
福
祉
事
業
に�

�

▽
東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協
力
会�

　（
上
村
隆
男
会
長
）
五
十
万
円�

�

　
社
会
福
祉
事
業
に�

�

善  

意�

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た�

岩島　壮汰ちゃん（３歳）�
そう     た�

（宮前町）� （明世町戸狩）�

武藤　大悟ちゃん（２歳）�
だい  ご�

宮前児童館�

中
京
高
校
硬
式
野
球
部
に

中
京
高
校
硬
式
野
球
部
に�

瑞
浪
市
栄
誉
賞

瑞
浪
市
栄
誉
賞�

中
京
高
校
硬
式
野
球
部
に

中
京
高
校
硬
式
野
球
部
に�

瑞
浪
市
栄
誉
賞

瑞
浪
市
栄
誉
賞�

中
京
高
校
硬
式
野
球
部
に�

瑞
浪
市
栄
誉
賞�

瑞
浪
高
校
生
活
福
祉
課

瑞
浪
高
校
生
活
福
祉
課�

　
卒
業
制
作
発
表
会

　
卒
業
制
作
発
表
会�

瑞
浪
高
校
生
活
福
祉
課

瑞
浪
高
校
生
活
福
祉
課�

　
卒
業
制
作
発
表
会

　
卒
業
制
作
発
表
会�

瑞
浪
高
校
生
活
福
祉
課�

　
卒
業
制
作
発
表
会�

13
時
〜
16
時
30
分�

１
月
24
日（
金
）�

福
鬼
ま
つ
り

福
鬼
ま
つ
り�

福
鬼
ま
つ
り

福
鬼
ま
つ
り�

福
鬼
ま
つ
り

福
鬼
ま
つ
り�

福
鬼
ま
つ
り�

２
月
２
日（
日
）�10
時
〜
14
時�

鬼
岩
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
駐
車
場�

市
民
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習�

第
14
回�

県
伝
統
文
化
継
承
者
顕
彰

県
伝
統
文
化
継
承
者
顕
彰�

県
伝
統
文
化
継
承
者
顕
彰

県
伝
統
文
化
継
承
者
顕
彰�

県
伝
統
文
化
継
承
者
顕
彰�

　
永
年
日

本
の
伝
統

文
化
の
保

存
・
継
承

に
尽
力
さ

れ
た
方
に

対
し
、
12

月
17
日
、

岐
阜
市
で

表
彰
式
が

行
わ
れ
ま

し
た
。受
賞
者
は
、日
本
舞
踊
・
華
道
・
民

俗
芸
能
な
ど
の
分
野
で
、
50
年
以
上
に

わ
た
り
活
動
し
た
皆
さ
ん
62
人
で
す
。�

　
瑞
浪
市
か
ら
は
、
本
荘
喜
久
榮
さ
ん

（
芸
名
　
赤
堀
登
紅
＝
写
真
右
）
と
前

川
庵
三
さ
ん（
芸
名
　
香
岳
斎
前
川
一
遼

＝
写
真
左
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

　
本
荘
さ
ん
は
、
７
歳
か
ら
日
本
舞
踊

を
習
い
、
１
９
４
７（
昭
和
22
）年
に
日

本
舞
踊
赤
堀
流
の
名
取
（
赤
堀
登
紅
）

と
な
っ
て
以
来
、
登
紅
会
を
主
宰
さ
れ
、

ま
た
、
盆
踊
り
の
指
導
に
も
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。�

�

　
前
川
さ
ん
は
、
１
９
４
８（
昭
和
23
）

年
に
華
道
遠
州
流
に
入
門
、
１
９
８
９

（
平
成
元
）
年
か
ら
は
総
裁
・
家
元
補

佐
職
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

１
９
８
０（
昭
和
55
）年
よ
り
瑞
浪
市
華

道
連
盟
の
会
長
と
し
て
華
道
の
普
及
・

振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。�



　
12
月
18
日
、
大
湫
小
学
校
の
児
童
ら

が
、
車
い
す
１
台
を
大
湫
病
院
に
寄
付

し
ま
し
た
。�

�

　
こ
の
車
い
す
は
、
２
年
間
か
け
て
集

め
た
ア
ル
ミ
缶
の
収
益
金
で
購
入
し
た

も
の
で
、
一
昨
年
に
続
き
２
台
目
の
寄

付
に
な
り
ま
す
。
　
　
　�

　
こ
の
日
は
、
同
病
院
の
ク
リ
ス
マ
ス

会
に
全
校
児
童
20
人
が
訪
れ
、
代
表
の

纐
纈
美
保
さ
ん
が
「
体
の
不
自
由
な
方

の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
て
車
椅
子
を
披
露
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
あ
と
、
150
人
ほ
ど
集
っ
た
患
者

の
前
で
、
太
鼓
の
演
奏
も
行
わ
れ
ま
し

た
。�

�

　
12
月
16
日
、
小
里
川
ダ
ム
で
試
験
湛

水
が
始
ま
り
ま
し
た
。�

　
小
里
川
ダ
ム
は
、
１
９
８
２
（
昭
和

57
）年
に
建
設
着
手
し
、２
０
０
１
（
平

成
13
）
年
に
ダ
ム
本
体
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
打
設
が
完
了
し
ま
し
た
。
　�

　
試
験
湛
水
と
は
、
ダ
ム
の
完
成
に
先

立
ち
、
ダ
ム
で
貯
水
す
る
こ
と
の
で
き

る
最
高
水
位
ま
で
水
位
を
上
昇
さ
せ
る

な
ど
し
て
、
ダ
ム
の
安
全
性
や
管
理
設

備
の
機
能
点
検
な
ど
を
目
的
に
行
わ
れ

る
も
の
で
す
。�

　
こ
の
日
は
、
湛
水
式
が
行
わ
れ
、
堤

内
に
あ
る
排
水
路
の
門
が
閉
じ
ら
れ
ま

し
た
。�

　
今
後
は
、
１
年
ほ
ど
か
け
て
安
全
性

を
確
か
め
、
２
０
０
４
年
３
月
に
完
成

す
る
予
定
で
す
。�

　
12
月
22
日
、
市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術

館
で
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
・
感
謝

の
集
い
が
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
彫
刻
作
品
に
ふ
れ
な
が
ら
生
の
演
奏

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
た

も
の
で
、
同
館
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
初

め
て
の
開
催
で
す
。�

　
瑞
浪
市
民
交
響
楽
団
に
よ
り
、
弦
楽

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
フ
ル
ー
ト
デ
ュ
エ
ッ

ト
、
金
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
全
楽
器
の

演
奏
が
さ
れ
、
観
客
は
神
聖
な
夜
の
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。�

７�瑞浪市役所　☎68-2111

ア
ル
ミ
缶
を
集
め

ア
ル
ミ
缶
を
集
め�
　
　
　
車
い
す
寄
付

　
　
　
車
い
す
寄
付�
ア
ル
ミ
缶
を
集
め

ア
ル
ミ
缶
を
集
め�
　
　
　
車
い
す
寄
付

　
　
　
車
い
す
寄
付�
ア
ル
ミ
缶
を
集
め

ア
ル
ミ
缶
を
集
め�
　
　
　
車
い
す
寄
付

　
　
　
車
い
す
寄
付�
ア
ル
ミ
缶
を
集
め�
　
　
　
車
い
す
寄
付�

小
里
川
ダ
ム
試
験
湛
水

小
里
川
ダ
ム
試
験
湛
水�

小
里
川
ダ
ム
試
験
湛
水

小
里
川
ダ
ム
試
験
湛
水�

小
里
川
ダ
ム
試
験
湛
水

小
里
川
ダ
ム
試
験
湛
水�

小
里
川
ダ
ム
試
験
湛
水�

音
楽
と
美
術
を
鑑
賞

音
楽
と
美
術
を
鑑
賞�

音
楽
と
美
術
を
鑑
賞

音
楽
と
美
術
を
鑑
賞�

音
楽
と
美
術
を
鑑
賞

音
楽
と
美
術
を
鑑
賞�

音
楽
と
美
術
を
鑑
賞�

　
12
月
17
日
、

加
藤
千
代
子

さ
ん
（
明
世

町
）
が
100
歳

を
迎
え
、
入

所
先
の
み
ず

な
み
陶
生
苑

で
お
祝
い
の

催
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
加
藤
さ
ん

は
、
市
内
で

５
番
目
、
女

性
で
は
４
番

目
の
長
寿
者

で
す
。
こ
の

日
は
、
�
嶋

市
長
や
地
元

区
長
ら
が
訪

れ
、
入
所
者
と
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
足
立
　
文
さ
ん（
釜
戸
町
）は

12
月
28
日
に
100
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
（
市
内
６
番
目
、
女
性
で

５
番
目
）。
27
日
に
は
市
長
が
訪
れ
家

族
と
共
に
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。
足
立

さ
ん
は
、
食
べ
物
は
何
で
も
食
べ
る
こ

と
が
で
き
、
自
宅
で
健
康
に
過
ご
さ
れ

て
い
ま
す
。�

　�

�
新
た
に

新
た
に�

２
人
が

２
人
が
100
歳
に
歳
に�

新
た
に

新
た
に�

２
人
が

２
人
が
100
歳
に
歳
に�

新
た
に

新
た
に�

２
人
が

２
人
が
100
歳
に
歳
に�

新
た
に�

２
人
が
100
歳
に�

足立さん� 加藤さん�



①
六
ヶ
所
原
燃
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー�

　
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
、
役

　
割
、
し
く
み
を
紹
介�

②
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
埋
設
セ
ン
タ
ー�

　
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
を
地
下
に
埋
設
す
る
施
設�

③
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
貯
蔵
管
理
セ
ン
タ
ー�

　
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
一
時

　
的
に
貯
蔵
管
理
す
る
施
設�

④
原
燃
輸
送
（
株
）�

　
使
用
済
燃
料
や
高
・
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
、
天

　
然
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
を
輸
送�

⑤
六
ヶ
所
村
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」�

　
六
ヶ
所
村
の
文
化
振
興
拠
点�

⑥
む
つ
小
川
原
国
家
石
油
備
蓄
基
地�

　
国
家
石
油
備
蓄
基
地
の
第
１
号
。
約
490
万
キ
ロ
リ
ッ

　
ト
ル
の
原
油
を
保
管�

　
須
野
志
町
　
御
母
衣
さ
ん�

　
本
視
察
研
修
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
の

電
力
は
、
三
割
を
超
え
る
供
給
を
原
子
力
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
現
実
と
、
放
射
性
廃
棄
物
処
理
関
係
事

業
が
こ
ん
な
に
大
規
模
に
、
そ
し
て
現
実
的
に
進
ん
で

い
る
こ
と
を
実
際
に
見
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
最
終
処
分
場
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
こ
と
や
、

外
国
に
依
存
し
て
い
る
廃
棄
物
の
処
理
等
、
ま
だ
ま
だ

幾
つ
か
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。�

　
本
研
修
の
目
的
で
あ
る
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
正
し
い
現
状
認
識
と
そ
の
処
分
研
究
の
必
要
性
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
の
提
供
」
以
外
に
低
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
の
処
理
や
、
再
処
理
方
法
の
必
要
性
、
ま
た
、

石
油
備
蓄
基
地
の
現
状
等
、
幅
広
く
知
る
こ
と
が
で
き

非
常
に
有
意
義
で
し
た
。�

８�平成15年１月15日�

�

市
民
六
ヶ
所
村
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

市
民
六
ヶ
所
村
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト�
市
民
六
ヶ
所
村
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

市
民
六
ヶ
所
村
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト�
市
民
六
ヶ
所
村
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

市
民
六
ヶ
所
村
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト�
市
民
六
ヶ
所
村
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト�

　
10
月
24
日
か
ら
26
日
ま
で
の
３
日
間
、
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
正
し
い
現
状
認
識
と
、
処
分
研
究
の

必
要
性
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
青
森
県
六
ヶ
所
村
の
む
つ
小
川
原
工
業
基
地
内
に
あ
る
原
子
燃

料
サ
イ
ク
ル
施
設
等
の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。�

　
今
回
は
平
成
14
年
３
月
の
視
察
に
続
き
２
回
目
と
な
り
、
応
募
さ
れ
た
30
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。�

視
察
し
た
主
な
施
設�

「六ヶ所村視察研修」の感想�「六ヶ所村視察研修」の感想�

高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センター�

むつ小川国家石油備蓄基地での説明�

むつ市●�

三沢市●�

八戸市●�

●�
青森市�

●�
弘前市�

六
ヶ
所
村�



参
加
者
の
感
想
（
抜
粋
）�

・
今
後
の
瑞
浪
市
を
考
え
る
こ
と
と
し
て
、
若
年
層
の

　
者
に
見
て
ほ
し
い
。�

・
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
が
実
感
で
き
た
。
そ
の
分
苦
労

　
も
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。�

・
石
油
備
蓄
基
地
で
は
、
有
事
の
際
の
国
の
エ
ネ
ル
ギ

　
ー
施
策
が
確
認
で
き
た
。�

・
施
設
の
規
模
の
大
き
さ
、
敷
地
面
積
の
広
さ
に
驚
い
た
。�

・
す
べ
て
の
面
で
安
全
と
見
た
。
安
心
し
た
。�

・
多
く
の
人
に
理
解
で
き
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
。�

・
放
射
性
物
質
の
危
険
性
が
わ
か
っ
た
。�

�

終
わ
り
に�

　
今
回
の
視
察
研
修
で
は
、
施
設
規
模
の
大
き
さ
、
敷

地
面
積
の
広
さ
に
驚
き
、
各
施
設
と
も
安
全
確
保
の
た

め
に
徹
底
し
た
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
放
射
性
廃
棄
物
の
現
状
及
び
そ
の

処
分
研
究
の
必
要
性
が
認
識
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
六

ヶ
所
村
は
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
の
み
な
ら
ず
、

石
油
備
蓄
基
地
、
風
力
発
電
施
設
等
、
国
家
規
模
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
瑞
浪
市
で
も
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
地
層
処
分

に
関
す
る
重
要
な
研
究
施
設
で
あ
る
超
深
地
層
研
究
所

の
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
原
子

力
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
現
実
か
ら
、

研
究
に
協
力
す
る
こ
と
は
電
力
の
恩
恵
に
授
か
る
者
の

役
割
の
一
つ
と
考
え
ま
す
。
市
で
は
、
そ
の
役
割
を
担

う
と
共
に
、
研
究
所
周
辺
の
環
境
整
備
、
道
路
整
備
を

行
い
、
イ
ン
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
エ
リ
ア
の
交
流
機
能
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

研
究
所
建
設
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
電
源
三
法
交
付
金
を

活
用
し
た
地
域
振
興
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。�

　
今
後
も
市
民
の
み
な
さ
ん
に
瑞
浪
超
深
地
層
研
究
所

で
行
わ
れ
る
研
究
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
の
機
会
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。�

◎
問
合
せ
　
学
園
都
市
推
進
室
　
☎
内
線
３
３
０�

�

�

９�瑞浪市役所　☎ 68-2111

「
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
」等
を
見
学
し
て�

▲低レベル放射性廃棄物埋設センター�

▼むつ小川国家原石油備蓄基地�

使用済燃料・ガラス固化体輸送車両�

六ヶ所村文化交流プラザ「スワニー」での研修�

明
世
町
　
奥
村
さ
ん�

　
資
源
の
無
い
我
が
国
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
外
国
か

ら
の
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
実
情
を
考
え
る
と
、

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
得
ら
れ
る
豊
か
な
社
会
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
幸
せ
に
感
謝
し
な
く
て
は
と
思
い

ま
す
。
我
が
国
の
電

気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
35

％
を
原
子
力
に
依
存

し
て
い
る
こ
と
、
今

回
原
子
力
発
電
の
た

め
の
各
施
設
を
見
学

し
て
、
改
め
て
電
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産

す
る
こ
と
の
大
変
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
。�
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
年
も
明
け
て
、
新
た
な
気
分
で
文

化
財
紹
介
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。�

�

　
小
里
城
山
城
は
、
当
時
稲
津
町
を
治

め
て
い
た
小
里
氏
に
よ
っ
て
１
５
３
４

年
に
築
城
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
１
５

７
３
年
に
は
、
武
田
氏
に
攻
め
落
と
さ

れ
た
岩
村
城
の
奪
回
を
ね
ら
う
織
田
信

長
に
よ
っ
て
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
現

在
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
山
頂
の
本
丸
跡
（
石
垣
）
は

こ
の
時
に
造
ら
れ
た
と
も
言
わ
れ
、
岐

阜
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
御
殿
場
跡
の
発

掘
調
査
も
始
ま
り
、
礎
石
（
建
物
の
基

礎
部
分
）
の
ほ
か
、
天
目
茶
碗
・
志
野

焼
な
ど
た
く
さ
ん
の
陶
磁
器
片
が
見
つ

か
り
、
中
に
は
完
全
な
形
で
出
土
し
た

も
の
も
あ
り
ま
し
た
。�

　
登
山
口
か
ら
御
殿
場
跡
ま
で
は
徒
歩

約
３
分
、
頂
上
ま
で
は
約
20
分
で
す
の

で
、
体
力
作
り
に
登
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
？
山
頂
か
ら
の
眺
め
は
絶
景

で
す
よ
。�

�

　
市
内
の
各
公
立
幼
稚
園
・
小
中
学
校

で
は
、
東
海
大
地
震
の
発
生
が
予
想
さ

れ
る
時
、
園
児
・
児
童
・
生
徒
の
生
命

の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
次
の
よ
う
な

対
応
を
し
ま
す
の
で
、
ご
了
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

①
地
震
判
定
会
が
招
集
さ
れ
た
段
階
で

　
家
族
が
迎
え
に
く
る
こ
と
を
原
則
に

　
下
校
（
降
園
）
さ
せ
ま
す
。�

②
帰
宅
し
て
も
家
の
人
が
い
な
い
園
児

　
・
児
童
・
生
徒
は
学
校
（
園
）
に
待

　
機
さ
せ
ま
す
の
で
、
迎
え
を
お
願
い

　
し
ま
す
。�

③
『
警
戒
宣
言
』
が
解
除
さ
れ
る
ま
で

　
は
学
校
（
園
）
は
休
み
の
措
置
を
と

　
り
ま
す
。�

※
な
お
、
下
校
（
降
園
）
方
法
に
つ
き

　
ま
し
て
は
、
園
児
・
児
童
・
生
徒
で

　
は
発
達
段
階
に
違
い
が
あ
る
と
同
時

　
に
、
地
域
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
各

　
学
校
（
園
）
対
応
と
い
た
し
ま
す
。�

※
詳
し
く
は
各
学
校
（
園
）
か
ら
の
案

　
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

�

　
小
中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
生
徒
の

保
護
者
で
、
特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
学

校
で
必
要
な
経
費
の
支
払
い
が
困
難
な

方
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
制
度
の
適
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
お
子
さ
ん
の
通
学
し
て
い
る
学
校
、

ま
た
は
各
地
区
の
民
生
児
童
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
時
期
は

２
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。�

◎
問
合
せ  

学
校
教
育
課�

　
　
　
　
　
☎
内
線
４
８
７�

教育委員会�はぐくみ�

第
６
回

第
６
回�

第
６
回

第
６
回�

第
６
回�

小
里
城
山
城
跡

小
里
城
山
城
跡�

小
里
城
山
城
跡

小
里
城
山
城
跡�

小
里
城
山
城
跡�

東
海
大
地
震
に
お
け
る

東
海
大
地
震
に
お
け
る�

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の�

　
　
　
　
　
　
対
応
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
対
応
に
つ
い
て�

東
海
大
地
震
に
お
け
る�

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の�

　
　
　
　
　
　
対
応
に
つ
い
て�

就
学
援
助
の
お
知
ら
せ

就
学
援
助
の
お
知
ら
せ�

就
学
援
助
の
お
知
ら
せ�

山頂本丸跡�

御殿場跡の�
発掘�

志野丸皿の�
出土状況�

▲
�

▲
�

▲
�

生涯学習施設２月の休館日�

総合文化センタ－

市 民 図 書 館 �

市 民 体 育 館 �

文 化 会 館 �

サイエンスワールド�

化 石 博 物 館 �
陶 磁 資 料 館 �
市之瀬記念美術館�
地 球 回 廊 �

3、10、12、17、24日�

3、10、12、17、24日�

3、10、12、17、24、28日�

3、10、12、17、24、28日�

4、11、12、18、25日�

6、13、20､ 27日�
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わ
が
校
の
取
り
組
み
紹
介

わ
が
校
の
取
り
組
み
紹
介�

わ
が
校
の
取
り
組
み
紹
介

わ
が
校
の
取
り
組
み
紹
介�

わ
が
校
の
取
り
組
み
紹
介

わ
が
校
の
取
り
組
み
紹
介�

わ
が
校
の
取
り
組
み
紹
介�

明

世

小

学

校

�

生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
⑥

H14

代
　
表
　
土
屋
　
芳
夫�

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
豊

か
で
美
し
く
住
み
良
い
町
づ
く
り
を
目

指
し
、
平
成
９
年
４
月
、
桜
堂
「
長
寿

会
」
は
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
会
員
は

62
人
で
す
。�

　
私
達
「
長
寿
会
」
は
、
自
己
の
健
康

管
理
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
野
外
で
の
活
動

を
で
き
る
だ
け
多
く
取
り
上
げ
る
よ
う

心
掛
け
て
い
ま
す
。�

　
桜
堂
に
は
、
桜
堂
薬
師
と
い
う
大
切

な
文
化
遺
産
が
あ
り
、
桜
堂
区
民
の
大

き
な
誇
り
で
す
。
こ
の
貴
重
な
文
化
財

の
保
守
、
修
復
な
ど
に
区
民
が
一
体
と

な
っ
て
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
「
長
寿

会
」
も
、
境
内
の
草
刈
や
清
掃
、
そ
し

て
植
木
の
手
入
れ
な
ど
を
通
じ
て
、
少

し
で
も
役
立
て
ば
と
皆
で
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
活
動
は
「
薬
師
」

だ
け
で
な
く
、「
信
光
寺
」
周
辺
の
草
刈

り
・
庭
木
の
手
入
れ
等
広
範
囲
に
及
ん

で
い
ま
す
。�

　
桜
堂
に
は
、
地
域
を
「
桜
の
木
で
飾

る
会
」
が
あ
り
ま
す
。
私
達
も
こ
の
会

に
参
加
し
、
桜
山
と
高
原
ゴ
ル
フ
場
に

至
る
約
３
㎞
の
道
路
に
桜
と
楓
を
植
樹

し
、
植
樹
後
の
管
理
も
行
な
っ
て
い
ま

す
。�

　
一
方
、
有
志
に
よ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
は
じ
め
、
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
者
の
集
い
、

女
性
部
の
観
音
講
を
奉
ず
る
会
等
、
多

岐
に
わ
た
っ
て
親
睦
を
図
る
活
動
も
盛

ん
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
輝
く
太
陽
の
も
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
心
身
を
鍛
え
、
地
域
社
会
の
た

め
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
、
会

員
全
員
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
こ
の

先
も
「
長
寿
会
」
発
展
の
た
め
に
、
笑

顔
で
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
進
ん
で
ゆ
く

決
意
で
す
。�

�

　
子
ど
も
が
自
立
し
、
力
強
く
未
来
を

切
り
拓
く
力
は
、
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
自
ら
学
ぶ
力
を
定
着
さ
せ
、

自
立
的
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
意
欲

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

１ 

学
習
活
動
の
充
実�

�

　
基
礎
的
事
項
の
定
着
を
図
り
、
自
ら

の
学
習
課
題
に
向
け
て
取
り
組
む
朝
活

動
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
。
小
さ
な
積

み
上
げ
で
す
が
子
ど
も
た
ち
の
自
ら
学

ぶ
力
の
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

２ 

生
活
リ
ズ
ム
を
大
切
に
し
た
指
導

�

一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
生
活
や
学
習

の
計
画
の
立
案
を
大
切
に
し
、
実
施
・

活
動
・
確
認
の
サ
イ
ク
ル
を
重
視
し
て

い
ま
す
。�

３ 

地
域
と
連
携
し
た
活
動
の
推
進�

�

　
毎
月
、
曜
日
を
決
め
て
地
域
の
方
々

が
展
開
し
て
く
だ
さ
る
あ
い
さ
つ
運
動
。

子
ど
も
た
ち
は
ご
く
自
然
に
言
葉
を
返

し
、
笑
顔
を
交
換
し
て
い
ま
す
。
低
学

年
の
畑
作
り
、
中
学
年
の
飼
育
や
福
祉

体
験
活
動
、
高
学
年
の
教
科
や
道
徳
な

ど
で
外
部
講
師
と
し
て
多
く
の
方
が
関

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。�

４ 

開
か
れ
た
学
校�

�

　
地
域
の
方
に
学
校
に
き
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
達
と
の
交
流
を
大
事
に
し
て
い

ま
す
。
先
日
の
「
ふ
れ
あ
い
も
ち
つ
き

大
会
」
で
は
、
自
分
た
ち
で
つ
い
た
お

も
ち
を
い
た
だ
き
な
が
ら
児
童
、
職
員

そ
し
て
地
域
の
方
々
と
楽
し
く
交
流
で

き
ま
し
た
。�

　
こ
の
よ
う
に
、
基
礎
的
な
学
力
の
定

着
を
図
り
、
豊
か
な
体
験
や
交
流
を
も

と
に
、
地
域
と
の
連
携
を
大
切
に
し
な

が
ら
、「
自
ら
た
く
ま
し
く
未
来
を
切
り

開
く
子
ど
も
」の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。�

溌
剌
！�

桜
堂
「
長
寿
会
」

桜
堂
「
長
寿
会
」�
桜
堂
「
長
寿
会
」

桜
堂
「
長
寿
会
」�
桜
堂
「
長
寿
会
」�
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２月の移動図書館�
こ　ま　ど　り　号�

図書館だより�☎ 68-5529

ミニ展のご案内ミニ展のご案内�ミニ展のご案内�

　
瑞
浪
中
学
校
で
は
、
資
源
回
収
で
集

め
ら
れ
た
本
を
リ
サ
イ
ク
ル
本
と
し
て

皆
さ
ん
に
提
供
し
ま
す
。�

・
日
時
　
２
月
１
日
（
土
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
時
〜
16
時�

・
場
所
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
　�

　
11
月
22
日
、
第
42
回
岐
阜
県
読
書
大

会
の
席
上
、
土
岐
町
の
光
栄
サ
ー
ク
ル

（
代
表
加
藤
市
江
）
が
読
書
活
動
に
積

極
的
に
取
組
む
団
体
と
し
て
、「
優
良
読

書
団
体
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
サ
ー
ク
ル
は
昭
和
38
年
に
設
立
、

読
書
会
や
地
域
の
文
化
活
動
に
参
加
し
、

永
年
に
わ
た
り
地
域
の
読
書
普
及
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。�

２
月

４
日（
火
）〜

27
日（
木
）�

　
昭
和
50
年
創
刊
。
地
域
の
文
芸
誌

と
し
て
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で�

年
１
回
、
同
人
誌
を
発
行
し
て
い
ま
す
。�

　
現
在
は
会
員
数
32
人
。
県
下
で
も

こ
れ
だ
け
長
い
間
続
い
て
い
る
グ
ル

ー
プ
は
少
な
く
、
５
年
前
に
は
県
表

彰
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
展

示
は
み
ず
な
み
文
芸
の
25
年
の
あ
ゆ

み
を
ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。�

　
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。�

　
落
ち
葉
や
木
の
実
で
自
然
満
載
の
素

敵
な
リ
ー
ス
作
り
に
親
子
で
挑
戦
。
中

で
も
子
ど
も
た
ち
に
も
で
き
る
簡
単
な

リ
ー
ス
は
大
変
好
評
で
し
た
。�

　
お
正
月
用
の
餅
花
つ
く
り
は
大
変
に

ぎ
や
か
な
笑
い
の
な
か
で
行
わ
れ
、
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
今
年
も
明
る
い
お

正
月
が
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。�

　
今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
図
書
館
行
事
に

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。�

巡回日� ステ－ション�  時      間  

15：30～16：00

16：10～16：30

棚 田 山 �

羽 広   �

21日（金）�
15：20～15：50

16：00～16：20

明 賀 台 �

新 山 田   �

13：30～14：00

14：20～14：50

15：00～15：20

15：30～16：00

薬 師 �

白 倉 �

細 久 手 �

深 沢 �

22日（土）�

26日（水）�

15：30～15：50

16：00～16：20

16：30～16：50

13日（木）�

半 原 �

鶴 城 �

名 滝 �

13：20～13：40

13：50～14：10

14：20～14：50

15：00～15：20

15：30～16：30

大 川 �

水 上 �

旭 町 �

サニーヒルズ�

猿 爪 �

20日（木）�

14日（金）�

15：30～16：00

16：10～16：30

小 里 �

萩 原 �
19日（水）�

日吉ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ�

月        吉�

15：30～16：20

16：30～16：50

月末休館日のお知らせ�
1月31日（金）�

　図書館内の整理、傷んだ本の補修など

をするための「整理休館日」です。�

　ご迷惑をおかけしますがご協力をお願

いします。�

み
ず
な
み
文
芸
の

み
ず
な
み
文
芸
の
25
年
展
年
展�
み
ず
な
み
文
芸
の

み
ず
な
み
文
芸
の
25
年
展
年
展�
み
ず
な
み
文
芸
の
25
年
展�

県
読
書
大
会

県
読
書
大
会�

県
読
書
大
会�

優
良
読
書
団
体
表
彰

優
良
読
書
団
体
表
彰�

優
良
読
書
団
体
表
彰�

親
子
図
書
館
教
室
大
盛
況

親
子
図
書
館
教
室
大
盛
況�

親
子
図
書
館
教
室
大
盛
況�

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー�
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�

�

相 談 会 場 �

相 談 時 間 �

問　合　せ�

市役所４階全員協議会室�

９時から16時�

税務課　☎ 内線117・118

　瑞浪市では、給与所得者（サラリーマン）の方を対象に平成１４年分所得税の還付申告の相
談を行います。�
　医療費控除・住宅借入金等特別控除を受けようとする方や年末調整で控除もれのあった方な
どはお出かけください。�

お持ちいただくもの�

・平成14年分給与所得の源泉徴収票�

・医療費の領収証（薬局へ支払った場合は、薬品名が記入されていること）��

・健康保険や生命保険で規定により給付を受けている場合は、その明細のわかるもの��

平成１４年中に�

支払った医療費�
―� ―�
健康保険や生命保険の�
給付金などで補てんさ�
れる額�

１０万円または�
所得の５％�

(どちらか少ない額)

医療費控除額�
(最高２００万円)

＝�

　住宅ローンなどを利用してマイホームを取得したり、増改築をしたときには、一定の要件に当ては

まれば、居住の年から10年間、各年分の所得税の額から、一定の方法で計算した住宅借入金等特別控

除を受けることができます。�

　サラリーマンの方は、１年目に確定申告で住宅借入金等特別控除を受けると、２年目以降は年末調

整でこの控除を受けることができます。�

　住宅借入金等特別控除を受けるためには、住宅の面積や借入などに関する一定の要件があり、また、

添付書類として登記事項証明書・住民票の写し・建築確認通知書の写し・住宅取得資金に係る借入金

の年末残高等証明書・売買契約書または請負契約書の写しなどが必要になります。�

　この控除を受けようとする方で、ご不明の点があれば、多治見税務署（☎ 22-0101）または市役所
税務課までお問い合わせください。�

申告の際に必ずお持ちいただくもの�

平成1４年分給与所得の源泉徴収票（原本）�

◎印鑑（朱肉を使用するもの）�

◎申告者名義の預貯金口座のわかるもの�

◎このほか受けようとする控除により異�

　なった書類が必要ですから、ご確認く�

　ださい。�

２月�３日（月）�４日（火）�

サラリーマンの�
方対象です�
サラリーマンの�
方対象です�

所得税還付申告の�

　　相談を行います�

所得税還付申告の�

　　相談を行います�

所得税還付申告の�

　　相談を行います�

所得税還付申告の�

　　相談を行います�

多額の医療費を支払った方多額の医療費を支払った方�多額の医療費を支払った方多額の医療費を支払った方�多額の医療費を支払った方�

住宅ローンなどを利用して住宅を取得した方住宅ローンなどを利用して住宅を取得した方�住宅ローンなどを利用して住宅を取得した方住宅ローンなどを利用して住宅を取得した方�住宅ローンなどを利用して住宅を取得した方�

●年末調整で控除の申告もれのある方�
　年末調整で扶養控除・生命保険料控除などの所

得もれのある方は、受けようとする控除の証明書

と給与所得の源泉徴収票（原本）をお持ちください。�

●障害者控除を受けようとする方�
　障害者手帳等の交付を受けていない方であって

も、介護保険の要介護認定（要支援を除く）を受け

ている方は、障害者控除の対象になる場合があり

ます。�

　詳しくは、市役所高齢介護課（☎ 内線 154）へ
お尋ねください。�



　国民年金の保険料を納められると国(社会保険庁)

から領収証書(郵便局以外の口座振替の場合は領収

済通知書)が交付されます。�

　この領収証書は所得税の確定申告書を作成すると

きなど、保険料を確認するために必要な場合があり

ますので、大切に保管しましょう。��

※領収証書は再交付されません。��

国民年金保険料の納付済額の確認について��

　平成14年４月から国民年金保険料の収納事務が

市から国(社会保険庁)へ変更されたため、納付額を

確認される方は、多治見社会保険事務所へお問い合

せください。なお、電話でのお問い合せには、基礎

年金番号が必要です。��

◎問合せ　多治見社会保険事務所　☎ 22-0255�

�

1月26日（日）�

　車いすを常用する身体障害者の方を対象に、健康

審査を行います。�

・日　時　３月５日（水）午前中�

　　　　　　(申込者には後日連絡します)　�

・場　所　昭和病院�

・対象者　脊椎損傷、脳性麻痺等に起因する身体上

　　　　　の障害のある方�

・内　容　検尿検査、血液化学検査、腎機能検査、�

　　　　　肝機能検査�

・費　用　無料　�

・締　切　２月10日(月)�

◎申込・問合せ　社会福祉課　☎ 内線104��

○資　格　身体障害者手帳をお持ちの方�

○申込先　ハローワーク�

○募集科目、訓練期間�

・普通課程(高校卒業程度の学力が必要)�

　システム設計科(２年)、OAシステム科(１年)、�

　コンピュータ制御科(２年)�

・短期課程(義務教育終了程度の学力が必要)�

　ＯＡ事務科、ＣＡＤ設計科、グラフィックデザイ

　ン科、園芸科、アパレル科、彫型工芸科(全科１年)�

○応募期間　１月24日（金）まで�

○選考日　２月２日（日）�

◎申込・問合せ　愛知障害者職業能力開発校�

　　　　☎ 0533-93-2102　FAX0533-93-6554��

　東濃データセンターでは、インターネットを利用

した公共施設予約、行政情報提供、福祉情報提供、

産業情報など、ひとつのホームページから３市１町

の情報を集約し、情報提供等のサービスを行います。�

詳しくはホームページをご覧ください。�

　　「e‐ne イイね！とうのう」�

　　　ＵＲＬ　http ://www.to -no . j p��

　この事業は、この他に３市１町の行政や企業が共

同のシステムを利用することにより、情報システム

の開発経費コスト削減を図ることも研究しています。�

◎問合せ　ＩＴ推進室 ☎ 内線336��

　農業委員会では、農地を持っていない方にレクリ

エーション目的で、小面積の農地を利用して野菜や

花などを育てる農園を開園しています。�

　今回、新たに次の農園を開設しますので、入園�

希望者の募集をします。�

・場　所　須野志町１丁目35番�

・区画数　２区画(１区画約30㎡)�

・入園料　年間1,500円��

・申込み　１月31日(金)　までに農業委員会事務局

　へ申し込みください。　(応募者多数の場合抽選)�

◎問合せ　農業委員会 ☎ 内線471�
�

　　　　毎年1月26日は文化財防火デーです�

文化財防火デーの一環として、次のとおり文化財防

火訓練を実施します。�

内　容�

　・放水訓練�

　・初期消火訓練�

　　(消火器使用)�

�

・受付期間　２月14日(金)まで�

◎申込・問合せ　消防本部　☎ 68-2001��

14平成15年１月15日�

2月20日（木）～21日（金）�
総合文化センター�

国民年金保険料の領収書は�
大切に保管しましょう�

身体障害者健康審査�

平成15年度障害者職業能力開発校(一宮)

訓 練 生 募 集 �

文化財防火訓練�

９時～�

大湫観音堂�（大湫町）�

甲種防火管理者資格取得講習会�

畑作りしませんか！�

レクリエーション農園入園者募集　�

　３市１町の情報サービスを集約�

東濃データセンター(ＣＤＣ)が稼動！�



　土岐市泉町で17世紀前期に焼成された青織部・志

野織部・総織部・赤織部の徳利や皿・向付等の陶片

を展示します。�

・開館時間　９時30分～16時30分�

・入 館 料　一般300円、高大生200円、�

　　　　　　小中学生100円��

◎問合せ　岐阜県陶磁資料館　☎ 23-1191��

・期　日　２月20日(木)・21日(金)の２日間�

・場　所　岐阜県可児工業団地管理センター�

・受講料　１人10,500円 (昼食・テキスト代含む)��

・定　員　72人�

・締　切　２月14日(金) (定員になり次第締切)��

・申込方法　受講申込書に記入のうえ受講料を添え

　　　　　　て申し込み先まで�

◎申込・問合せ　〒507-0801多治見市東町1-9-3　

�　　　　　　　東濃産業労働協会　☎ 24-4595�

○普及振興会主催公開練習会（無料）�

・練習日　１月19日(日)から�

　　　　　毎週木・日曜日の19時30分～21時�

・場　所　瑞浪小学校体育館�

・持ち物　運動のできる服装で体育館シューズ持参�

※各地区主催の練習会日程は最寄りの会場にお問�

　合せください。�

・遠征期間　６月６日(金)～９日(月)の４日間�

・参加費用　７万円（見込額交通費・宿泊費等）�

・募集人員　先着150人��

◎問合せ・申込　永冶昌代　☎ 68-2248まで��

○旧軍人軍属で恩給などを受けていない、いわゆる

恩給欠格者の方�

①外地等の勤務経験があり、加算年を含む在職年が

　３年以上の方および実在職年が１年以上の方に、

　内閣総理大臣名の書状・銀杯を贈呈しています。

　（平和祈念事業特別基金等に関する法律第43条

　第1項に定める慰労品の贈呈を受けた方は対象に

　なりません）��

②内地勤務経験のみの方で、加算年を含む在職年が

　3年以上の方および実在職年が１年以上の方に、

　内閣総理大臣名の書状を贈呈します。��

③上記対象者で、請求を行うことなく亡くなられた

　方に、ご遺族からの請求に応じて対象者あての内

　閣総理大臣名の書状を贈呈します。�

（③の請求期限：平成17年3月31日です）��

※「恩給欠格者」とは、恩給法令でいう旧軍人軍属

　であって、年金たる恩給を受給するための最短在

　職年数に満たない方および旧軍人軍属として在職

　に関連する共済年金たる給付を受ける権利のない

　方をいいます。�

○終戦に伴い、本邦以外から引き揚げてこられた方�

　昭和42年の引揚者特別交付金を受給された方に、

　内閣総理大臣名の書状を贈呈します。�

（請求期限：平成15年3月31日です）��

○請求書類　市社会福祉課に用意してあります。�

　なお、すでに請求された方は請求の必要がありま

　せん。�

◎問合せ　総務省認可法人平和祈念事業特別基金�

　　　　　☎ ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ0120－234－933�

　瑞浪中央土地区画整理事業の換地処分により、�

土地区画整理地内に住所等のある方は、�

・住所変更証明書の発行�

・自動車運転免許証の住所変更手続�

の臨時窓口を開設しますのでご利用ください。�

◆期日　１月25日(土)［国道19号南側地区の方］�

　　　　１月26日(日)［国道19号北側地区の方］�

◆時間　９時～12時、13時～16時�

◆場所　市民課窓口�

◎問合せ　市民課　☎ 内線105�

2月4日（火）～3月30日（日）�

15 瑞浪市役所　☎ 68-2111

企画展「大富窯－陶片展－」�

岐阜県陶磁資料館�

現場監督者・職長等安全衛生教育�

いっしょに踊りませんか？�

バサラ瑞浪練習会のご案内�

札幌YOSAKOIソーラン祭り��
遠征チーム参加者募集！�

２月９日(日)は瑞浪市議会議員�
一般選挙の投票日です。�
わたしたちの一票が明日の瑞浪を築きます。�
みんなで投票に出かけましょう。�

瑞浪市選挙管理委員会�

町名変更に伴う、住所変更証明書の発行�
及び自動車運転免許証の変更のための�
臨時窓口のご案内�

恩給欠格者・引揚者の皆様へ�



♥乳幼児健診・相談・歯みがき教室　　　　　　　＜場所  保健センタ－　　料金  無料＞�
�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�

健診・相談・教室名 実　施　日� 受 付 時 間   対　　象　　者 持　　ち　　物 

９時～11時�
母子健康手帳 �

歯ブラシ・コップ�

母子健康手帳�

母子健康手帳�

母子健康手帳�
早朝尿（50cc）�
歯ブラシ・コップ�

平成13年７月16日～�
　　　７月31日生まれ    

平成12年１月16日～�
　　　１月31日生まれ    

平成13年７月１日～�
　　　７月15日生まれ    

平成12年１月１日～�
　　　１月15日生まれ    

１月28日（火） 

１月24日（金） 

健康だいすき�
ヘルスインフォメーション　保健センター　☎67 - 2700

◆場　所　　保健センター�

◆対象者　　40歳以上の希望者（定員50人）�

（ただし、平成14年４月以降に市が実施したがん

　検診を受けた方は除く）�

◆申込み　１月31日(金)までに電話などで保健セ�

　　　　　ンターへ��

がんは早期発見が大切です。年に１度は定期検診�

を受けましょう。�

保健センター�

９時30分�
　　～９時45分�

第１子は13時集合�
第２子以上は14時～14時30分受付�

12時30分開始�

12時30分開始�

母子健康手帳 �
タオル・コップ�

平成10年７月生まれ�

平成11年１月生まれ�

平成13年２月生まれ�

平成14年８月生まれ�

平成14年９月生まれ�

２月14日（金） 

２月７日（金） 

２月４日（火） 

１月28日（火） 

２月13日（木） 

１月31日（金） 

３ 歳 児 健 康 診 査 �

２ 歳 児 歯 み が き 教 室 �

４ カ 月 健 康 診 査 �

４ 歳 ・ ４ 歳 ６ ヵ 月 児 �
歯 み が き 教 室 �

6 カ 月 児 健 康 相 談  �
お よ び 離 乳 食 教 室 �

＊健診終了後、希望者に�
　歯みがき教室を実施し�
　ます。�

１歳6カ月児健康診査�

＊健診終了後、希望者に�
　歯みがき教室を実施し�
　ます。�

＊保護者の歯科健診を�
　同時に実施します�

　新  首  都�

「東京から東濃へ」�

2003年１月１日現在（カッコ内は前月比）人口＝42，473人（－55）世帯数＝13，894世帯（－50）�

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町１丁目１番地  ☎６８－２１１１　http:／／www．city．mizunami．gifu．jp／index．html

乳幼児相談･･･９時30分～11時��

　乳幼児の身長・体重測定や育児相談�

医師による健康相談･･･14時30分～15時��

　血圧測定、検尿、医師による健康相談�

栄養相談･･･9時～15時　＊電話予約が必要です。�

　乳幼児から大人までを対象にした栄養士による相談�

1月は新年会などでお酒を飲む機会が多くなります。

『飲んでも飲まれない』上手なお酒の飲み方を身に

つけましょう。�

　　　―上手なお酒の飲み方―�

①自分の適量を知り、度を越さない。��

②毎日、続けて飲まない。��

　１週間に2日はお酒を飲まない��

　「休肝日」を作る�

③つまみを食べながら飲む��

　脂肪が少なく、たんぱく質を豊富に含む、�

　豆腐や枝豆、白身の魚などがおすすめです。�

④なるべく時間をかけてゆっくりと飲む��

２月12日（水）�
健　康　相　談�

がん検診（胃がん・大腸がん・肺がん）�
期　日� 時　間� 料　金�

2月５日（水）� 8時30分～11時� 各500円�

がんを防ぐための12か条�

１．バランスのとれた栄養をとる�
２．毎日、変化のある食生活を�
３．食べすぎを避け、脂肪は控えめに�
４．お酒はほどほどに�
５．たばこは吸わないように�
６．食べ物から適量のビタミンと繊維質を多く
　　取る�
７．塩辛いものは少なめに、熱いものは冷まし
　　てから�
８．肉や魚などのこげた部分は避ける�
９．カビの生えたものに注意�
10．日光に当たりすぎない�
11．適度にスポーツをする�
12．体を清潔に保つ�

献血(200ml/400ml)に協力ください�

2月１日 (土) バロー瑞浪店�10時～11時30分�

あなたのお酒の量は適量ですか�


